
専門的支援実施加算の体制等状況一覧及び届出書の取扱いについて

令 和 ６ 年 ９ 月

鹿児島県障害福祉課

標記について，こども家庭庁から次のとおり連絡がありました。

【こども家庭庁からの連絡内容】

○ 体制等状況一覧では，専門的支援体制加算についてのみ掲げていますが，専

門的支援実施加算においても「理学療法士等」が配置されていることを前提に

所要の実施要件を満たす場合に所定単位数を算定する加算であるため，その趣

旨からして，届出書によりあらかじめ「理学療法士等」が配置されていること

を確認することが適切であると考えております。

○ ただし，本加算は「実施加算」であり，その算定の適否については，最終的

には請求時の実績記録表による確認も要することから，体制等状況一覧表によ

る届出までは求めていません。

○ なお，本加算の届出書については，別途指定権者による管理を行っていただ

くことまでは想定しておらず，事業者においてその算定の適否の判断において

活用いただくものであり，体制等状況一覧で，専門的支援体制に関して「あり」

と選択していなくとも，専門的支援実施加算の算定は可能となっております。

【本県の取扱い】

以上から，本加算（「専門的支援実施加算」をいう。以下同じ。）の算

定については，県地域振興局・支庁への届出書の提出は必須としないこ

ととしますが，本加算を算定する場合は，事業者におけるその算定の適

否に関する判断の根拠として，「（体制加算 別紙5-2）専門的支援実施加

算に関する届出書」を作成の上，保管しておいていただきますようお願

いします。
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※参考



（体制加算　別紙5-2）

　　名

　　名

　　名

　　名

　　名

　　名

　　名

保育士（児童福祉事業経験５年以上）

児童指導員（児童福祉事業経験５年以上）

視覚障害者の生活訓練を専門とする技術者の養成を行う
研修を修了した者

　　年　　月　　日

専門的支援実施加算に関する届出書

 １　事業所の名称

 ２　異動区分 １　新規　　　　　　２　変更　　　　　　３　終了

備考１　「異動区分」欄については、該当する番号に○を付してください。

　　２　配置する職員の資格を証明する書類を添付してください。

　　３　保育士・児童指導員については実務経験を証明する書類を添付してください。

　　４　保育士・児童指導員については、資格を得てから５年以上児童福祉事業に従事した経験
　　　を有している必要があります。

　　５　資格等を求める配置については、配置する職員の資格等を証明する書類を添付して
　　　ください。

 ３　理学療法士等

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

心理担当職員

【作成・保管しておく書類】


